
舞鶴市ボランティアセンターでは、開設から 5年毎に記念誌を発行しています。今年度はボランテ

ィアまいづる PART8を３月に発行する予定です。内容は、センター登録グループの活動紹介をメイ

ンに、ボランティアの基本的なことについてご紹介する予定です。グループの活性化と市民の皆さま

にも舞鶴市ボランティアセンターを知っていただき、活動者の増加に繋げたいと思っています。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

舞鶴市ボランティアセンター 令和２年１０月３０日発行 

第９５号 お知

らせ 

舞鶴市ボランティアセンターでは開設４５周年記念事業として、 

イベントと記念誌の発行を予定しています。 

日時：令和３年２月１４日（日） １３：３０～１５：３０ 

場所：舞鶴市中総合会館 ４階ホール 

内容：①ボランティアグループによるステージ発表  

   ②講演会・落語 テーマ「笑いで地域を元気に」  

    桂 三扇 氏  

参加：無料（事前申し込み制） 

定員：100名先着 

 

※詳細、申込みにつきましては、１月上旬に、チラシなどにて案内させていただきます。 

 なお、開催については新型コロナウイルスの対策を行った上で実施する予定にしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念事業その１ 

「ボランティアまいづる PART8」を発行します。 

 

記念事業その２ 

【桂三扇（かつら さんせん） 氏のプロフィール】 

出  身：京都府福知山市 

生年月日：昭和４５年５月１８日 

特  技：南京玉すだれ 

合 言 葉：小さな体で大きな仕事 

【 経 歴 】 

甲南女子大学在学中の平成４年に桂三枝に入門。上方で

は、女流落語家として、落語、講演、司会で活躍中。 

【主な落語会】 

ふくち寄席、あやべ寄席、舞鶴寄席、環境落語寄席など 

桂 三扇 氏 

講師のご紹介 

ボランティアふれあいの集いを開催します。 



   

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

センターでは年に 2 回、集めた綿布を福祉施設へ贈っています。今年度２回目の活動を下記のとおり

実施しますので、使用済みの綿布がありましたらご持参ください。ご協力をお願いいたします。 

 

【受付日時】 令和２年１１月２４日（火） 

（１０：００～１５：００） 

        

【場  所】 中総合会館 ３階３０１会議室 

 

【募集物品】 タオル、バスタオル、綿シーツ、綿の肌着類  ※洗濯済のものをご提供ください。 

 

※新型コロナウイルスの対策としまして、会場内は消毒と換気を実施し、消毒液を設置しています。 

 綿布持参時は必ずマスクの着用をお願いします。 

お知

らせ 

お知

らせ 

福祉施設へ綿布を贈る活動にご協力をお願いします 

12月 3日～12月９日は障害者週間です！ 

いつもたくさんの綿布の提供 

ありがとうございます♪ 

～施設の方の声～ 

毎回綿布を提供していただき、とても助かっていま

す。今年は特に新型コロナウイルスの対策で消毒回数

が増えたことにより、清掃に必要な綿布がこれまで以

上に不足している状況です。いただいた綿布は大切に

使わせていただきます。ありがとうございます。 

6月 2４日に実施した施設への受渡しの様子 

舞鶴市では「障害者ふれあい行動デイ実行委員会」が主催となり毎

年、障害者週間の啓発ならびに障がい者福祉への理解と関心を深める

ために活動しています。舞鶴市ボランティアセンターも構成団体とし

て参加しています。今年度は新型コロナウイルスの影響で例年実施し

ている集会、街頭啓発は残念ながら中止となりましたが、市内の障害

者支援事業所の飲食店（カフェ）等で 12月３日から啓発物品を配布

します。（啓発物品はなくなり次第終了） 

 また１２月４日（金）15：00～「FMまいづる」にて障害者週間

の啓発を行います。ぜひお聞きください。 

今回で 12回目となります。

前回は２，０８８点の綿布を

１１施設に渡しました♪ 

 

啓発物品設置予定場所 

・ワークショップほのぼの屋 

・まぐらゆるり 

・BONOまいづる 

・ぽーれぽーれ 

・もくもくCafé 

・ベーカリーカフェ・マール 

・COCOかわら 



 

 

 

 

 

  

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の子ども食堂（ともともランチ）を取材してきました 報告 

報告 

認知症サポーターグッズを寄付されました 

第一生命保険株式会社舞鶴営業オフィスでは、認知症啓発物品の一

つであるロバ隊長（写真右）を手作りし、認知症サポーター養成講座

事務局の舞鶴市の高齢者支援課に５０個寄付されました。 

 第一生命保険株式会社舞鶴営業オフィスの上垣氏は「少しでもお役

に立てることができればと、自分たちで考えました。今後も地域に貢

献できるようにしたいです。」と話されていました。 

 寄付された認知症サポーターグッズは、９月２１日のアルツハイマ

ーデーの啓発活動時に配布されました。 

 センターとしても舞鶴市内の企業が行っているボランティア活動の

情報を把握し、関係を深め、企業とセンターとが関わりを持てるよう

な場を設けていきたいと考えています。 

 

 

企業のボランティア活動をご紹介します 

認知症サポーターとは？ 

 認知症サポーターとは「認知症に対する正しい知識と理解を持ち、

地域や職場で認知症の人や家族に対してできる範囲での手助けをす

る人」のことです。認知症サポーターになるには、認知症サポーター

養成講座を受講・終了することが必要です。 

子ども食堂とは？ 

子ども食堂は、地域住民やNPO法人などが主体となり、無料ま

たは低価格で子どもたちに食事を提供するコミュニティの場です。 

近年一人親家庭が増加するなどの理由で、子どもが満足にご飯を

食べることができない、親が朝から夜まで働きに出ていることで起

こる「孤食」など、子どもの食生活が心配されています。これらの

問題を少しでも解決するために行われている取り組みです。 

寄付の様子 

寄付された手作りグッズの「ロバ隊長」 

ともともランチ 

子ども食堂の「ともともランチ」は今年７月にオープンしまし

た。毎月第三土曜日に倉梯町の「ライフステージ広瀬倉梯」の１

階でカレーライスを無料で提供されています。 

 代表の岡山さんは「アットホームな空間で子どもだけでなく、

障がい者や高齢者、地域の方などいろんな人が交流し楽しんでコ

ミュニケーションを図ることができる安心の場を目指していま

す。」と話されていました。 

 子ども食堂では、食材の寄付なども必要とされています。詳し

くはセンターまでお問合せください。 

 

参加者の様子 

手作りの絶品グリーンカレー♪ 



 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                       

五和会 

五和会ボランティアグループは今年５月で発足

４０年を迎えられました。主な活動として西市民プ

ラザで毎月１回第２水曜日に「プラザサロンにこに

こ」を開催されています。老若男女誰でも自由に参

加できるサロンです。サロンでは、子どもから高齢

者まで参加され、季節に合わせた軽食を提供されて

います。 

 代表の滝口氏は「サロンのメンバーが高齢化し、

運営に困っていましたが、子育てサロンや他のボラ

ンティア団体などにも協力を得ながら運営できて

います。喫茶コーナー以外にもアロマセラピーや保

健師により相談等も行われています。」と話されて

いました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアセンター登録グループを取材してきました！ 

※現在は新型コロナウイルスの対策（手指消毒・会場内の

清掃など）をされた上でサロンを開催されています。 

報告 

会員だけでなく、関

係団体と共同で開催

することはとても参

考になるね♪ 

発行者   舞鶴市ボランティアセンター（舞鶴市社会福祉協議会内） 

住 所   〒625-0087 舞鶴市字余部下 1167 中総合会館 3階 

電 話   62-7044・65-0058 FAX 62-7039 

Ｅ -mail   maizuru-shakyo@jasmine.ocn.ne.jp 

ホームページ http://www.kyoshakyo.or.jp/maizuru/ 

今年度も歳末ボランティア実践に対する助成を実施します。対象事業は①高齢者、障がい者、児童・

青少年等に対する友愛訪問・支援活動、②社会福祉施設の利用者や病院の入院患者等に対する激励訪

問・援助活動などです。詳細、申請書等については、既に各ボランティアグループに送付しています。 

ご不明な点がありましたら、ご連絡ください。 

※昨年度の実施例 

・地域の高齢者、障がい者世帯へ手作りのお餅を配付 

 ・福祉施設にデコレーションしたプランターを贈る など 

お知

らせ 歳末ボランティア実践活動に対する助成について 

令和２年 1月開催時のサロンの様子 

絶品の赤飯 


